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1．概要 

大学における研究力向上のためには、優れた研究者だけではなく、優れた研究支援者である技術職員

の確保及び育成が重要である[1]。名古屋大学では、研究支援に携わる技術職員の持つ専門知識・技術を

共有し、技術職員の資質向上を図るために、毎年技術職員研修を実施してきた。本実習は、令和 7 年度

技術職員研修（分析・物質コース）のプログラムの一つとして、あいちシンクロトロン光センターを見

学すると共に、X 線吸収微細構造（XAFS: X-ray Absorption Fine Structure）測定による銅の化学状態解析

を体験することを目的として実施した。 

2．実験内容 

初めに参照試料として、厚さ 6 µm の銅箔（Cu）と、窒化ホウ素と均一に混合して厚さ 0.5 mm のペレ

ットに成型した酸化銅 2 種類（Cu2O，CuO）について、透過法による銅の K 吸収端の XAFS 測定を行っ

た。その後、古い銅銭の表面を研磨材で研磨したものと研磨していないものを試料として、転換電子収

量法による銅の K 吸収端の XAFS 測定を行った。測定によって得られたデータは、解析ソフトウェア

ATHENA[2]を利用して解析した。 

3．結果および考察 

図 1 に各試料の測定結果を示す。銅銭（研磨有）

は、Cu と同じ 8980.5 eV にプレエッジピーク、8992.3 

eV、9002 eV、9024.5 eV に特徴的なピークを有し、

形状が一致しているため、Cu と同じ化学状態である

と考えられる。一方、銅銭（研磨無）は、8995.2 eV

に特徴的なピークを有しており、8990.9 eV にピーク

を有する Cu2O と、8996.7 eV にピークを有する CuO

が混ざり合っていることが予想される。そこで、

ATHENA による線形結合フィッティング解析を行っ

たところ、Cu2O が 40%、CuO が 60%という結果が

得られた。しかし、フィッティングによって得られ

たスペクトルの形状が銅銭（研磨無）のスペクトル

とは完全には一致なかった。このことから、銅銭（研

磨無）には、2 種類の酸化銅以外の化学状態も含ま

れていると推測される。 
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図 1 銅試料の XAFS 測定結果 




